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sterilizingf:EEectofDowco･1860ntheAzukilleanWeevil,Calto80brzLChuBChlneTm'sI･･･

WithSpecialReferencetotheEatchbilityoftheEggsDepositedbyTreatedWeeYils･
StudiesontheChemosterilanfsofInsects.VI. SumioNAOASAWA.HiroshiSHlNOfnRAand

MichiyoSIT川̂ (IharaAgriculturalChemicalsInstitute,Shimizu,Shizuoka)ReceivedJuly,2･

1965.Botuu-Kagaku.30,91,1965(withEnglishsummary,95)

16. Doweo･186のアズキゾウムシに対する不妊作用, と くに処理された成虫が産下 した卵

のふ化率.昆虫の化学的不妊剤に関する研究.郡ⅤⅠ報 技沢純夫 ･符節 光 ･柴三千代 (イハラ
良薬研死所)40.7.2受Bl!

Dowco･186(triphenyltinhydroxide)のアセトン搭紋を,アズキゾウムシの成虫に桐下処理し,

産下した卵のふ化率と処理薬包の関係を,Wadley,Finneyの方法で耶UfLT=純果,中央ふ化阻害

薬正 01201FLg/早,令(0.151-0.269/Jg/早,杏)の値なえた.

Apholateおよび metepaによってひきおこされる,

アズキゾウムシの不妊性については,主に処理ATa休に

よって産下された卵のふ化ヰミをFrTJbに.:rt者ら叩 ,8)は

その作用性を論じた.そして火映紙火の空挺矧 こあたっ

ては,Finneyl)によってとかれたプロビットをもちい

ち.quantitativeresponsedataの朋析方法を適用し

た.しかし今までにしめした様な実験記念剥こ対して,

すべての観測値がおなじ varianceをもつと考えて,

この耶析方法をそのままもちいることには,厳密に言

って外諭があり.期待ふ化数に比例したvar)'anceを考

必 こいれた耶折がなさ17Jるべきことを附記した7'･ 本

文においてはそうした見地から,Dowco･186をもち

いてアズキゾウムシについてえられた芙験記録を解析

した純米をのべる.本文に入るに先立ち解析の方法に

ついて甜々恥教示を賜った英国Aberdeen大学のD･J･

Finney将士と,試料の御提供を戴いたDowChemical

Co.の E.Kenaga博士に謝意を表する.

実験材料および方法

Dowco･186の試料Fr･巧をTJJする難物は,DowChe･

miCalCo.の BioproductsDepartmentから斑状を

うけた technicalgradeの字引ヒ合物 triphenyltin

hydroxideである.アズキゾウムシは当所の累代飼育

系統で.試験には介水尻約 15.3,% のアズキでその幼虫
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Table1. NumberofhatchedeggswhichllaVebeendepositedbysinglepairofthe
azukibeanweeviltreatedwithDowc0-186.
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糊を飼印した,羽化後6時間以内の個体をもちいた.読

料はこれをアIヒトンで所要渋皮に稀釈し,micropipet

で1m恥らたりそのlFLlを滴下処理した.処理後はそ

のqulF.1対を.正i径 9cm のペトt)皿に,アズキ約70

柁とともにいれ,調査時まで放置した.処現して20口

後に超下された卵の白く変色しているものをふ化卵と

してかぞえた.飼育実験ともに 25oC,捌係況皮約50

,%の環境条件下でおこなった.

実験結果と考摂

Dowcol186によってえられた災験の結栄を誠示す

ると第1表のごとくである.郡1表にしめした処理薬

包の対数,すなわち郡2表の xとこれに対応する平

均ふ化卵数Sの関係をグラフの上に打点すると.節1

O
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Fig.1. Numberofhatchedeggsdepositedbya
pairofDowC0-186treatedazukibeanweevils.
SllOWingnormalsigmoidcurve.Arrowindicates
thenumberofhatchedeggsofzerodosageand
thebrokenlineindicatesmeannumberofeggs

deposited.
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Fig.2. Relationbetweenthepercentunhatch･
abilityinprobitsanddosageinlogarithms.

図にしめす様な.正規のシグモイドの関係がえられる.

こうした関係に対して三代者らは,前報518)までは,管

定的に平均耶相反応爪をもうけて反応率を界定し,こ

れをプロビットに変換して.xとの関係を項線式にも

とめるために Finneyl)の quantitativeresponse

dataにLNする.紡.7rrr.Jなm析方法を通用した.しかし

その印/LT)のなかにわいてもruしたが, こうした天

助汀己立かこ対して.すべてのm8uldlがおなじ variance

をもつと巧えて,quantitativeresponsedataに関す

る計TUJ一法を適用することは.約mの中火[/(の罪定に

は大きな訳りはないかもしれないが,B.'i再には正しく
ない.当然Ig]待反応数に比例した varianceを巧はに

いれた解析がなされることが必要である.すなわちこ

こにしめ した様な実験結果は,Poissonの分布の概

念に立脚した研折がなされることがのぞましい･幸い

にそうした見地に立って行われる解析方法は,すでに

はやくWapley9)によって続発され,FinneyS)によっ

て発地させられて今口にいたっている.それ放理論的

な脚駅は,一切これらの印I.I_;･にゆずることとして,こ
こではその通用をこころみ,妥当な･A等_R一反LLh輝 の関

係をもとめる噸Tr･をのべることとする･

郡2誠にしめしたのは.郡2FJlFlの祁lli計許の結氷
である.ところで那1円日の計卯によってえられた抑

正推定tlt肌卵数は N-37.3,兆六卜米ふ化牢固Tl!胡緑

の方程式は y=7.427+3.538ガであった･ すなわち

m2話と郡 1欄の数肌xは. さきにもしろした様に,
郡1抑 こしめした1個体あたりの処即軋机の対数で.

Sは 5桐のペト.)皿でえられたふ化卵秋の平均であ

ち.この切介畑処刑対爪市区にわける平均ふ化卵数は

38.4で.LR低処理兆虫における平均ふ化卵数が 33･6

であったから,郡1回日の計罪では暫定的に推定平均

供試卵数 N を 36.5ときめて,回帰層線の方程式の

罪定に移った.すなわち 36.5をもって,各薬墓にお

ける Sを割ってふ化卵率をもとめ, これから未ふ化

卵率 9-1-S/N を計辞して, これのプロビットとx
との関係をグラフの上に打心して.予抑回稲田緑をひ

き. この緑の上から那 !jプロビットYをよみとるこ

とを行った.

郡2河口の祁正.計拝として,まず耶1回の.1脚 でえ
られた祁Il:-平均供肌卵放N-37.3をもって,那2欄

のS抑 J?てふ化卵串をもとめ,これから米ふ化卵率

3'-1-S/N を計許した.郡3欄の数的がそれである･

これに対応するプロビットを,表からひいてかきいれ

たのが第4欄の empiricalprobitである･ ところで

この empiricalprobitと xとの関係をグラフの上

に打点して予僻回帰線をひき,各々この∬に対応する

線上の点をよみとって, これを期待プロビットy と

してもよいが,すでに邦1回の祁正計界によって,回
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帰方程式 y-7.427+3.538∬ がもとめられているか

ら,この ∬に第 1欄の数値を代入して,yの値をも

とめることができる.第5欄の数値がそれである.

重み系数は

W-Z2/Q

の形をもってあたえられる. そしてYに対応するW

の値は計算されて表としてしめされている (Finney:

ProbitAnalysisl)節VIII表)から.これからよみと

ればよい.苅6欄の伯がそれである. このWにNを

かけたのが重みで,節7欄がこの他である.さらに補

助変数

x'--Q/Z

を滋 (Finney第ⅠⅠ表)からよみとってかきいれる.

節8欄の数値がこれである.

計許のための修正 プロビットすなわち working

probityは常法によってもとめる.Yが小数点以下2
ケタまでの他にたいする,修正プロビットをもとめる

ためのT3数の表は,FinneyandSteavens2)によって

しめされているが,yの伯を小数点以下1位まで四拾
五入して.普通に用いられている隅単な数表から計井

しても.大きな相迎はない.この様にしてx,Nw,x′,

yが川志されたら後は,節2誠の後半およびその下段

にしめす様なJlDi序で,機械的に計卯をおこなって行け

ばよい.

推定供試卵数に対する祁正妃SNと,修正回帰直線

の勾耐 bは

bSxx+晋sxx･Isx'

bSxx'･% sx'x,-Sx'y
の迎立方程式からもとめられるが,この場合無処理対

児区の実験がおこなわれているから,第2表の下段に

しめした様に,Sx'x′にはN を Sx′Yには(So-N)

をくわえておかなければならない.第2表下段の値を

上の式に代入して,

5･6493b･17･490% -20･29

･7･490b･138･33% =65･25

がえられる.bおよび o-N/N の係数に旧する逆行列

は,

V-L8:諾 吉事…13:3票…謁王)
となる.これからb-3.5021,∂N/N-0.02890がえら

れる.〟-37.3を代入して,これに対する補正虫∂Ⅳ-

1.1がえられる. これからⅣ の補正値は 38.4とな

る.こうしてもとめられた bおよび ∂N/N と,第2

表下段にしめした虎,タおよび.宕'とから修正回帰直線

の位出をしめす切片

94

a=p-b虎一昔 ダ
ニ7.438

の値をえる.それ故修正された楽員一末ふ化率回村石

線の方程式は

y-7.438+3.502∬

となる.このxの値に第2表第1欄の値を代入してえ

られた Yは,邦15欄にしめしたexpectedprobitと

ほとんどおなじで,祁正されたNの値,すなわち38.4

をもちいて,第3回目の同様の計算をくりかえす必要
はないものと判断される.

適合性に関する x2検定は,つぎの式によっておこ

なう

x2-Sw-bSxy一昔 sx'y

-3.47

ここで Syyには (so-N)2/N の値をくわえておく必

要がある.本実験の場合,この他はほとんど0にひと

しい.自由度nは無処理対府区をも有効観8u放とかぞ

えて,それから a,b.SN の3つのパラメタ-をZi引

いたn-15-3-12が,この場合の自由度である.これ

は PT-0.05,～-12における x2の値21.026よりも

小さく,実験伯と理論伯は,抽出誤差の姫囲内で一致

しているということができる.故に一Ⅳのvarianceは

V(N)-V22N2

-0.0117891×37.32

-16.53

となり,.〟-38.4土4.1とかきあらわすことができる.

対数単位でしめされた中央ふ化阻害薬量は

m-(5-a)/b

ニー0.696

m の varianceは.近似的に

V(m)-÷ 〔志 .i,2V(普 )

-2(m一元)gCov.tb･昔)I(m一句gy(A)]
の式によって計辞される.ここでb,∂N/Nのvariance.

および両者の covarianceは,それぞれさきにしめし

た vll,V22,V12-V2.､である.故に

γ(m)-〔0.0105719+(-1.0908)2×0.0118791

-2〈-0.696-(-0.5035)I×(-1.0908)

×(-0.0367771)

+(-0.696-(-0.5035)〉2

×0.2908735〕十3.50212

=0.004153

故に m の培準誤差は 土0.06445となる.なお

g-t2y(b)/b2
=1.962xO.2908735+3.50212

=0.09
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で,これは0.1より小であるから,上の式をもちいて

近似的に.lr印した m の摂聯誤差によって,有意水準

0.05にI3けるI.7Wl旺!界をもとめてもさしつかえない.

すなわちその†爪は,-0.069-0.06445×1.96--0.822

53よぴ10.696+0.06445×1.96--0.570で,これを

火放111位になおすと,最もたしからしい中央ふ化阻告
胡瓜は0.201FLg/辛,吉で.その侶柿限界は0･151-0･269

/Lg/早,含となる.さきのgのfIfiが0.1よ()も大きい似

合は.mの信頼限界はつぎにしめす様な式によって計

罪されなければならない.

m･7㌢ lm一元-竺 岨 土丁望
V(a) 一b(1-g)

J〔-sk 十5'2V(普 )-2(m-i)iCov(b･晋 )
､+(m一度)2V(b)

二ghsか /2V(昔 上 空 竺埋 )〕tr(A)
上にのべた様に,Dowc0-186はアズキゾウムシの

成虫に柿下処理した場合,その致死下共益において座

下卵のふ化を阻ftLIした.Kenagal)はイエバェ,チャ

バネゴキブリおよびconfusedflourbeetleにおいて,

これらの而化合物の chemosterilantとしての効力を

みとめ,なお多くの昆虫に同様の効果がみられるであ

ろうと附記しているが,本火映の紙料もその1例をく

わえたこととなろう.なおこの化合物にたいする雌椛

感受性の相迎については,別にこれを和告する予定で

ある.

摘 要

1. Dowc0-186(triphenyltinhydroxide)のアセ

トン溶紋を.アズキゾウムシの雌雌に滴下処理し,症

下された卵のふ化を阻宕する程度を検討した.

2. 実験の結果は,平均供試卵数を推定して解析す

るWadley9).FinneyS)の方法を通用して整理した.

3. Dowc0-186を処和したアズキゾウムシによっ

て超下された.卵のふ化をFH■HすTJlfl火 邦柑 ま0.201

FLg/辛,令 (イi志水叩0.05にわける†.1柑R!'Jl0.151-
01269FLg/早,吉)であった.
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Summ8Ty

PhysiologicaleffectofDowco1186(triphenyltin

hydrxide)onthehatchabilityofeggsdepositedby

azukibeanweevilswhichhavebeentreatedtopically

withDowc0-186wasexamined.Thiscompound

sterilizedadultweevilswellbelowthelethaldosage.

Thelinearrelationbetweenthedosageinloga･

rithmsandthepercenthatchabilityinprobits

werecalculatedbythemetllOddescribedbyWadley

andFinney.MedianeffectivedosageofDowc0-186

inhibitingthehatclling-ofeggsdepositedbythe

treatedweevilswas0.201pg/8,%(0.151-0.269

FLg/8,i)･
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